
ı学会・研究会・講演会
などのお知らせ

日本訪問看護財団研修

1．認定看護師のための
フォローアップセミナー

日程：6月8日(日)

会場：ハートンホテル北梅田(大阪

府大阪市)

目的：認定看護師同士のネットワー

クを広げる／認定看護師の存在価値

について考える

テーマ：プロフェッショナルから学

ぶ

講師：石井美恵子(北里大学看護部

臨床看護学)／中村伸一(福井県国民

健康保険名田庄診療所，自治医科大

学地域医療学)

対象：認定看護師(全21分野)

受講料：会員5000円，非会員1万

円

2．訪問看護管理セミナー
経営管理と運営管理

日程：6月14日(土)，15日(日)

会場：ベルサール新宿グランドコン

ファレンスセンター5階(東京都新

宿区)

プログラム

〔 日目〕

目的：訪問看護ステーションの経営

管理を理解する

内容：「訪問看護ステーションの経

営とは」「経営安定に導くためのマ

ーケティング」「訪問看護ステーシ

ョンの黒字化を達成するための方

策」

講師：梅本哲(医療産業研究所)／佐

藤美穂子(日本訪問看護財団)

〔 日目〕

目的：訪問看護の質と訪問看護の経

営管理・運営管理ができる

内容：「訪問看護ステーションの運

営管理の実際」「地域包括ケアシス

テム構築に向けた訪問看護の役割」

講師：内田恵美子(日本在宅教育ケ

ア研究所)

対象：訪問看護管理者，訪問看護ス

テーションの開設を考えている経営

者など

受講料

〔単日〕会員7000円，非会員1万

7000円

〔両日〕会員1万2000円，非会員3

万円

3．訪問看護基礎講座
―伝えます，訪問看護の魅力

日程：8月2日(土)，3日(日)

会場：兵庫県看護協会(兵庫県神戸

市)

目的：訪問看護制度などを理解し，

訪問看護過程の展開ができる／訪問

看護の実践から訪問看護を理解し，

訪問看護を始める意欲・自信がもて

る

プログラム：1日目「訪問看護のあ

らましと訪問看護制度」など／2日

目「訪問看護の実際(演習含む)」な

ど

講師(予定)：佐藤美穂子(日本訪問

看護財団)／上野まり(日本訪問看護

財団事業部)／平原優美(あすか山訪

問看護ステーション)

対象：新人訪問看護師，これから訪

問看護に携わりたい看護職員，在宅

看護論を担当する看護教員など

受講料

［単日］会員6000円，非会員1万

7000円

［両日］会員1万円，非会員3万円

申し込み・問い合わせ先(1～3共

通)：日本訪問看護財団

〒150-0001 東京都渋谷区神宮前

5-8-2日本看護協会ビル5階

☎03-5778-7005(研修担当)

FAX03-5778-7009

URLhttp://www.jvnf.or.jp/

平成26年度
全国保健師交流集会

日程：6月12日(木)

会場：名古屋マリオットアソシアホ

テル(愛知県名古屋市)

プログラム：特別講演「健康格差に

向き合う―期待される公衆衛生看護

の力」近藤克則(千葉大学予防医学

センター環境健康学研究部門)／シ

ンポジウム「指針で変わる 指針

で変える 私の保健師活動」1)

「地区担当で地域全体をとらえる―

住民と関係者をつなぐ・動かす」井

本成美(熊本市中央区役所保健子ど

も課)，2)「組織横断的な調整―より

よい保健師の活動体制をめざす」松

原文子(高松市健康福祉局長寿福祉

部)，3)「保健・医療・福祉・介護の

つながりをつくる―地域包括ケアシ

ステムの構築に向けた保健所保健師

の役割」石丸敏子(富山県高岡厚生

センター)，オブザーバー：山田敏

充(厚生労働省健康局がん対策・健

康増進課)／全体ディスカッション，

フロアとの意見交換

参加費：会員無料，非会員1000円

申し込み方法：下記URL参照

問い合わせ先：日本看護協会健康政

策部保健師課

☎03-5778-8844

shokuno＠nurse.or.jp

URLhttp://www.nurse.or.jp/home/

sokai/index.html

全国いきいき公衆衛生の会
サマーセミナー2014

日程：7月5日(土)，6日(日)

会場：文化ホールアルカディア(新

潟県見附市)

テーマ：快適で「健幸」なまちづく

り(SmartWellnessCity)をめざして

プログラム

〔 日目〕

基調講演「快適で『健幸』なまちづ

くり(SmartWellnessCity見附)を

めざして」久住時男(見附市市長／

分科会「住民と進める保健医療福祉

活動」①住民とともに進める自殺対

策，②地域コミュニティ単位のまち

づくり協議会，③住民と進める地域

包括ケアシステムの構築，④地域の
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母親の孤立を防ぐ住民活動

〔 日目〕

全体議論「住民参加と多職種連携に

よって進める公衆衛生活動」／特別

講演「地域包括ケア時代の保健活

動」猪飼周平(一橋大学大学院社会

学研究科)

参加費：会員2000円，非会員3000

円

申し込み方法・問い合わせ先：下記

URL参照

URLhttp://homepage3.nifty.com/iki-

iki/

フォーラム
「ケアの社会をつくるのは不
可能ではない」

日時：7月16日(水)18：30～20：30

会場：アンスティチュ・フランセ東

京エスパスイマージュ(東京都新宿

区)

内容：「配慮(世話)の実践はどうし

たら女性だけでなくすべての人々の

こととなるのか／集合的責任，他者

への配慮といった価値をどのように

考えるべきか／依存している人々を

支える行動をどのように組織化すべ

きか」をフランスと日本の視点から

議論

演者：ファビエンヌ・ブルジェール

(モンテーニュ大学，ボルドー都市

共同体開発委員会)，フィリップ・

モッセ(フランス労働経済社会学研

究所，エックス・マルセイユ大学，

保健医療経済学専門)，山下りえ子

(東洋大学法学部)，原山哲(東洋大

学社会学部)

問い合わせ先

tharayama＠toyo.jp

第19回日本糖尿病教育・
看護学会学術集会

日程：9月20日(土)，21日(日)

会場：長良川国際会議場，岐阜都ホ

テル(ともに岐阜県岐阜市)

テーマ：長軸的コントロールを支援

する知と技“聞くまなざしと語るま

なざし”をふまえて

プログラム：会長講演「人生と病い

の長軸的コントロール」黒江ゆり子

(岐阜県立看護大学)／招聘講演1・

2「糖尿病のある生活における人々

のこころの動き(仮)」「糖尿病にお

けるこころの継続的ケアの在り方

(仮)」ケティ・ワインガー(ジョス

リン糖尿病センター，ハーバード大

学)／教育講演1「心のメッセージ

を聴く」池見陽(関西大学臨床心理

専門職大学院)，2「糖尿病食事療法

の最近の話題(仮)」津田謹輔(帝塚

山学院大学人間科学部)，3「糖尿病

とともに生きる―対話から希望へ」

山田憲一(山田憲一内科医院)／シン

ポジウム1「長軸的コントロールを

支援する知と技―語りを聴くことの

意義」畑中あかね(医療法人医誠会

医誠会病院)，米田昭子(山梨県立大

学看護学部成人看護学)，白水真理

子(神奈川県立保健福祉大学保健福

祉学部)，2「糖尿病透析予防支援―

2年間の実績から」小江奈美子(国

家公務員共済組合連合会浜の町病

院)，岡美智代(群馬大学大学院保健

学研究科)，柳井田恭子(川崎市立井

田病院)／教育セッション1「心の

メッセージを聴くために(仮)」池見

陽(関西大学臨床心理専門職大学

院)，2「看て護る者としての聴くこ

との知と技(仮)」遠藤淑美(大阪大

学大学院医学系研究科保健学専攻)，

3「病みの軌跡を学ぶ(仮)」伊波早

苗(滋賀医科大学医学部附属病院)

事前参加受付：5月15日(木)～7月

24日(木)

問い合わせ先：第19回日本糖尿病

教育・看護学会学術集会運営準備室

〒460-0008 愛知県名古屋市中区栄

3-32-20 朝日生命矢場町ビル

(株)コンベンションリンケージ内

☎052-262-5070

FAX052-262-5084

jaden19＠c-linkage.co.jp

URLhttp://www.c-linkage.co.jp/

jaden19/

日本転倒予防学会
第1回学術集会

日時：10月5日(日)9：00～17：00

会場：東京大学伊藤国際学術研究セ

ンター，赤門総合研究棟(東京都文

京区)

テーマ：転倒を予防し，希望への道

を拓く

プログラム：「特別講演」河合純一

(パラリンピック競泳金メダリス

ト・日本パラリンピアンズ協会)／

ランチョンセミナー／シンポジウ

ム／パネルディスカッション／ラウ

ンドテーブルディスカッション／ワ

ークショップほか

参加費(当日のみ)：会員5000円，

非会員8000円，学生2000円

演題募集：6月10日(火)まで

＊詳細は下記URL参照

問い合わせ先：日本転倒予防学会第

1回学術集会運営事務局

〒101-0063 東京都千代田区神田淡

路町2-23 アクセス御茶ノ水ビル5

階 (株)ドゥ・コンベンション内

☎03-5289-7717

FAX03-5289-8117

gakkai＠doc-japan.com

〔本部事務局〕

〒104-0045 東京都中央区築地2-

12-10 築地MFビル26号館5階

日本転倒予防学会

☎FAX03-3544-6112

jimukyoku＠tentouyobou.jp

URLhttp://JSFP2014.umin.ne.jp

本欄へ掲載を希望する学会・研究

会・講習会などのお知らせがあり

ましたら，本誌編集室までお送り

ください。

〒113-8719

東京都文京区本郷1-28-23

FAX03-5804-0485

hokenshi＠igaku-shoin.co.jp
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